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研究成果の概要（和文）：例えば殺菌をせずに，安定な複合微生物系により廃棄物バイオマスを発酵変換して高機能な
有価物を得ることができれば，設備，殺菌エネルギーの削減，原料の分解回避，発生源オンサイトでの処理など多くの
メリットがある．当研究ではこのような複合微生物系を用いた化成品レベルの発酵変換法を「メタ発酵法」と命名し，
その特徴やこ安定に制御する方法を検討し体系化することを目的とし，生ゴミからの高光学活性な乳酸生産について検
討し，温度と通気が重要な制御因子となることをその微生物相解析から明らかにした．

研究成果の概要（英文）：We newly reported unique concept of "meta-fermentation", a fermentation that enabl
es production of value-added products from non-sterilized waste biomass by using a mixed culture system. T
he meta-fermentation has several merits compare ring to the general fermentation using a pure culture: no 
need of sterilization facility, lower energy cost, no degradation of heat labile compounds, on-site treatm
ent of waste biomass, etc. We investigated specific features of 'meta-fermentation", L-lactic acid product
ion from food waste using certain compost as a mixed seed. It was found that factors affect on yield, prod
uctivity, selectivity, and optical purity were temperature, neutralization, and aeration. Under the best c
ondition, Bacillus coagulant proliferate as a major species in the meta-fermentation.
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１．研究開始当初の背景 
 
 生活活動の場における化石資源の
消費過多により，大気中温暖化ガス濃
度の上昇に伴う異常気象の発生や廃
棄物処理などの社会問題が顕在化し
ており，これらを是正し，持続型生産
体系を有する循環型社会の構築を目
指すことは重要である．我々は，その
循環の輪を形成するための経済的に
も資する技術の構築を目指している． 
 
２．研究の目的 
 
 例えば殺菌をせずに，安定な複合微
生物系により廃棄物バイオマスを発
酵変換して高機能な有価物を得るこ
とができれば，設備，殺菌エネルギー
の削減，原料の分解回避，発生源オン
サイトでの処理など多くのメリット
があり，低品質で分散型で排出される
廃棄物バイオマスの利用にも駆動力
を与えることができる．当研究ではこ
のような複合微生物系を用いた化成
品レベルの発酵変換法を「メタ発酵
法」と命名し，その特徴やこ安定に制
御する方法を検討し体系化すること
を目的とした． 
 
３．研究の方法 
 
 調査から得られたデータを基にモ
デル生ゴミを設定し，これ用いて半固
形培地を調整した．コンポストなどか
ら得た複合種菌を用いて，種菌，殺菌
の有無，温度，通気等の各種条件を変
化させて発酵を行った．循環型バイオ
プラスチックの原料として有用な高
光学活性 L-乳酸の生産について検討
した．細菌相変化は発酵系より抽出し
た全 DNA から細菌の 16S rRNAD
遺伝子部分配列を増幅し，温度変成剤
濃度勾配ゲル電気泳動（DGGE）や次
世代シーケンサを用いたアンプリコ
ン解析（ピロシーケンス解析）により
行った． 
 
４．研究成果 
 
 その結果，収率，選択性，光学純度
などは発酵条件に大きく影響を受け，
特に温度, ｐH のスイングコントロ
ールと通気が重要な制御因子となる
ことを明らかにした．成績が最も良好
だったｐH 振動制御下 50℃では，速
やかに安定な細菌群集構造へとシフ
トした．この際の主要細菌は Bacillus 
coagulansであり，補助的に関与する
細菌も示唆された．これらの概念は廃
棄物の微生物変換の分野で多くの応

用可能性を与えるであろう． 
 さらに我々は，このような未分離微
生物を含む系からの体系的な主要菌
分離の手法としてフィードバック分
離という考え方を提唱し，主要菌であ
りながら未分離な細菌種の効率的な
分離が可能であることを例示した． 
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